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要 旨

最近 年間について，日本理学療法士学会の物理療法発表演題および医学中央雑誌に掲載の物理療法論文か

ら，論文数と研究対象となっている物理療法治療法を調べた．あわせて，高知県内の医療機関における理学療

法部門での物理療法の現況をアンケート調査し，治療法の利用傾向をみた．

日本理学療法士学会の，一学会の物理療法演題数は 年間で６題から 題に増加し，総演題数に占める割合

は ％～ ％のほぼ一定であった．療法別では，中周波を含め機能的電流療法といわれる低周波電流療法が

多く，水治療法のなかの水中運動療法，超音波療法に関する基礎的研究，偏光赤外線療法を含めたレーザー療

法などであった．

医学中央雑誌に掲載された，物理療法に関する 論文のうち，看護に属する論文を除いた物理療法の論文数

は， 編であった．このうち，原著論文 編を療法別に分類すると，機能的電流療法を主として低周波電流療

法が多く，ついでレーザー療法に関するもので，ほかにアンケート調査を主としての臨床使用状況報告などが

目立った．

物理療法現況のアンケート調査で，回答があったのは 施設であった．物理療法の方法について，最も利用

頻度が高いのはホットパックであった．そして，極超短波療法，牽引療法，低周波療法などが続き，レーザー

治療も利用している施設は多かった．物理療法の対象疾患や症状をみると，疼痛が圧倒的に多く，拘縮や痙性・

痙直性が続いた．
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はじめに

理学療法は，欧米においても日本においてもその

起源は物理療法にあり，語源も物理療法であること

は周知のところである．歴史的にみれば，とくに欧

米においては，物理療法が中心であった理学療法に，

年頃から運動療法の概念が出現してきた．そし

て，特に米国において運動療法は， 年代から

年代にかけて大きく発展し，理学療法の中心と

なった．これが日本に持ち込まれてそれまでの「物

療」にとって代わり，理学療法のみでなく，リハビ

リテーションの概念までをも決定付けてしまったと

いえる．

現在の理学療法の施行状況をみると，物理療法は

全くの運動療法にたいする補助的手段であり，施行

は助手任せ，学生の臨床実習ではほとんど治療体験

無しと，理学療法士の物理療法軽視ともとれる状況

を憂慮したくなる現況である．理学療法は，運動療

法と物理療法の両輪であり，また物理療法は，作業

療法士には認められていない，理学療法士が用いる

ことのできる治療手法である．一般の医療現場で頻

繁に用いられている物理療法 に，先ずはあらため

て，より多くの理学療法士が関心と治療効果への期

待を多くもつことができるように科学的裏付けをす

ることが，我々理学療法士の責務である．

そこで，最近 年間での物理療法に関する論文と

学会発表から，論文数と研究対象となっている物理

療法治療法を調べた．あわせて，高知県内の医療機

関における理学療法部門での物理療法施行状況を調

査し，どのような物理療法が用いられているか，治

療法の利用傾向をみた．

方法

まず，日本理学療法士学会（現在：日本理学療法

学術大会）の発表演題について， 年（第 回）

から 年（第 回）までの 年間の物理療法演題

をみた．なお，演題数は，発表分野で物理療法に分

類されたもののみでなく演題（タイトル）から物理

療法の内容であると推定されたものすべてである．

つぎに，医学中央雑誌に掲載された論文表題から，

年４月から 年３月までの間の発表論文のな

かで物理療法または理学療法の分野に分類登録され

ている論文のうちから，物理療法の内容と推定され

るものを索引して年度ごとの論文数を集計した．

また，平成 年６月に，高知県内の理学療法士が

～
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勤務する病院・診療所を対象に，物理療法の現況を

アンケート調査した． 施設の理学療法部門の代

表者に郵送にて行い，物理療法の方法について，利

用頻度の高いものから順位付けをしてもらった．

結果

日本理学療法士学会（現在：日本理学療法学術大

会）の， 年（第 回）から 年（第 回）ま

での 年間で，学会発表総演題数は 題から 題

に直線的増加を示している．このなかで，物理療法

演題数は６題から 題に増加している（図１）．な

お，物理療法演題数は，発表分野で物理療法に分類

されたもののみでなく演題（タイトル）から物理療

法の内容であると推定されたものすべてである．ま

たここで， 年に総演題数が少ないのは，

学会にあたり，演題の抽出を日本理学療法士学会（日

本語発表）演題のみに限ったためである．物理療法

演題数を，総演題数に占める割合からみると ±

％± ％と，ほぼ一定であった（図２）．

日本理学療法士学会の物理療法総演題を療法別にみ

ると，中周波を含めた低周波電流療法が最も多く，

水治療法，超音波療法，レーザー療法などとなって

いる．水治療法では，水中運動療法が多く，超音波

療法では，組織に対する影響など基礎的研究に関す

るものが多い．レーザー療法は，偏光赤外線療法を

含めている（図３）．低周波電流療法では，中周波電

流療法を含めた電気的筋収縮方法としての筋力強化

を中心とした，機能的電流療法とされるものが３

４を占める．その他は，旧来からの鎮痛を目的とし

ての低周波通電療法と，鎮痛目的の である

（図４）．

医学中央雑誌に掲載された， 年４月から

年３月までの 年間で，原著論文，学会発表抄録で

ある会議録，総論を含む特集記事などでの解説をあ

わせた，物理療法の内容と推定される論文数は

論文であった．このうち，１ ３が看護に属する論

文で，そのほぼすべてが罨法に関するものであった．

看護に属する論文を除いた物理療法の論文 編に

ついて，原著論文・会議録・解説に分けてみると，

図１ 年間の総演題数と物理療法演題数

図２ 物療演題割合

図３ 療法別割合

図４ 低周波電気療法
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それぞれが総数のほぼ１ ３の割合である．ただし，

年度毎では，合計数にもそれぞれの割合にも非常に

ばらつきがある（図５）．医学中央雑誌に掲載の原

著論文 編を療法別に分類すると，低周波電流療法

が多い．この低周波電流療法の内訳では，やはり日

本理学療法士学会と同様に機能的電流療法の割合が

多い．ついで，この 年間という時代を象徴してと

いうことになろうが，レーザー療法に関するものと

なっている．超音波療法については，基礎的研究は

なく，一疾患に対する効果をみたものばかりである．

牽引療法に関しては，腰椎牽引に関しての論文はな

く，頚椎牽引に関してのものばかりである．温熱療

法全般に関するものは『その他』に含めたが，ホッ

トパックやパラフィン浴など個々温熱療法について

の論文はなかった．なお，『その他』に分類したもの

では，アンケート調査を主としての臨床使用状況報

告などが目立つ（図６）．

平成 年６月に，高知県内の理学療法士が勤務す

る病院・診療所を対象に，物理療法の現況をアンケー

ト調査した． 施設の理学療法部門の代表者に郵

送にて行った．回答があったのは 施設で，回収率

％であった．物理療法の方法について，利用頻度

の高いものから順位付けをしてもらったところ，最

も利用頻度が高いのはホットパックであった．ま

た，これに続いて，極超短波療法，牽引療法，低周

波療法などが続き，レーザー治療も順位はいくぶん

下位であるものの，利用している施設は多かった（図

７）．物理療法の対象疾患や症状をみると，これも

順位付けであるが，疼痛が圧倒的に多く，拘縮や痙

性・痙直性が続く（図８）．このことから，疼痛に対

しての温熱療法が日常診療で一般的に最も多く使わ

れていることが判る．

考察

一般の医療現場では頻繁に物理療法が用いられ，

その多くは疼痛の緩和を治療目的としている．そし

て，物理療法には循環改善や痙性緩和などの生理学

的作用もあるため低周波電流療法や牽引療法など多

種の療法があるものの，ホットパックの使用度が特

に高い．この傾向は，理学療法部門においても同様

である．この臨床での物理療法の治療法の使用状況

に対し，研究と論文発表に関する傾向には，違いが

みられる．物理療法に関する最近の研究は，日本理

学療法学術大会（日本理学療法士学会）でみると，

演題総数に対する物理療法の発表演題数から，低調

であるといえる．またその中で，超音波療法や低周

波電流療法の一種である中周波電流療法の研究発表

が多い．特に低周波電流療法の研究が多いのは，

年代からの傾向 である．一方，近年開発され

た物理療法治療機器にも，レーザー治療器，中周波

電流を主とした低周波電流治療器，周波数を変えた

超音波治療器などが目立つ．医学中央雑誌の原著論

文からみると，年度ごとのばらつきはあっても，全

体からの割合からは非常に少なく，原著論文といえ

どもそのタイトルから察するに総説的なものが多

図５ 物理療法論文数

図６ 療法別原著割合
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い．物理的刺激に対する生体組織の反応や変化につ

いての基礎的研究はほとんどなく，疾患からみても

対象疾患は様々で研究対象となっている特定の疾患

はみられない．医学中央雑誌の文献を，原著論文，

学会発表論文，総説に分類すると，学会発表論文は

多いものの原著論文は少ない．また，ホットパック

をはじめとして臨床で用いられることが多いとされ

る療法に関する研究は少ない．なお，理学療法以外

の分野では，看護における罨法の効果についての文

献が多かった．

近年，レーザー治療器，中周波電流を主とした低

周波電流治療器，周波数を変えた超音波治療器など

が開発されているが，全体的には目新しい治療器も

少なく，客観的に著明な効果を確認し難いことも

あってか，理学療法士の物理療法への期待が小さく

関心も低い．物理療法で特に基礎的研究の多くは

年代に行われ，代表的には 編の書 にま

とめられている．しかし個々の療法での，有効性は

もちろん，生体に対する生理学的作用の十分な解明

や，エネルギー源の特定がなされているとはいえな

い．例えば，治療機器からの制限もあって，特に電

流や電磁波においては周波数のどこに生体作用の

「窓」があるかというようなことは，ほとんど解明

されていない．理学療法は，運動療法と物理療法の

両輪である。しかし物理療法に関する研究の少なさ

は，客観的に著明な効果を確認し難いこともあって

か，物理療法への期待が小さく，理学療法士の関心

が低いことを示している。

まとめ

日本における最近 年間での物理療法に関する論

文と学会発表から，物理療法の研究の傾向をみた．

その結果，論文数から物理療法研究は低調であると

いえる．また，研究される物理療法は臨床で多く使

用される治療法に関するものでなく，新しく開発さ

れた治療法や治療機種に集中しやすいという，いわ

ゆる流行への偏りがみられた．

理学療法士には，古来の療法で一般的な療法であ

る物理療法をもっと重要視して日常的に施行するた

めに，特に使用頻度の高い治療法にこそ，更なる研

究をもっての科学的で医学的な裏付けをすすめるこ

とが求められる．

ここに，物理療法に関する研究の現況を紹介した

ので，理学療法士諸氏の物理療法へのこれからの大

いなる関心と研究を促す材料となれば幸いである．

本論文の要旨については，社団法人日本理学療法

士協会第 回全国研修会専門領域研究会オリエン

テーション物理療法系（平成 年 月５日，佐賀）

において口演発表した．
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図８ 物理療法の対象
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